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MAPK6

MAPK®6; ERK3; PRKM6; Mitogen-activated protein kinase 6; MAP kinase 6; MAPK 6;

Extracellular signal-regulated kinase 3; ERK-3; MAP kinase isoform p97; p97-MAPK
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリーに属し、マイトジェン活性化タンパク質キナーゼ（MAPキナーゼ）に最も近縁です。MAPキナーゼは細胞外シグナル調節キナーゼ（ERK）としても知られ、タンパク質リン酸化カスケードを介して活性化され、複数の生化学的シグナルの集積点として機能します。このキナーゼは核内に局在し、線維芽細胞において血清またはホルボールエステル処理によって活性化されることが報告されています。 [RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,補因子：マグネシウム。,ドメイン：TXYモチーフには、リン酸化によってMAPキナーゼが活性化されるスレオニンおよびチロシン残基が含まれています。,酵素調節：スレオニンおよびチロシンのリン酸化によって活性化されます。,機能：微小管関連タンパク質2（MAP2）をリン酸化します。細胞周期の開始を促進する可能性があります。,PTM：Thr-626およびTyr-628が二重にリン酸化され、酵素を活性化します。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。CMGC Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。MAPキナーゼサブファミリー。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含みます。,組織特異性：骨格筋で最も高く、次いで脳で多く発現しています。心臓、胎盤、肺、肝臓、膵臓、腎臓、皮膚の線維芽細胞にも含まれています。
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	ERK3（リン酸化Ser189）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	ERK3（リン酸化Ser189）抗体を用いたマウス脳ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。

